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序 事業の概要 
 

品川区では、平成28年に「品川区町会および自治会の活動活性化の推進に

関する条例」を制定し、町会・自治会を「良好な地域コミュニティの維持と

形成に関して区と協働する最大の相手方」として、町会・自治会活動への支

援を強化してまいりました。令和２・３年度には「町会・自治会活動活性化

促進調査」を実施し、条例制定後の町会・自治会の状況と課題を把握しまし

た。また、課題解決に向けた「町会・自治会伴走型支援プログラム」を、令

和４年度、令和５年度、令和６年度に実施しました。令和６年度には、町会

が、加入促進をはじめとしたマンションとの関係強化を図る際に参考となる

ような「マンションとの関係づくりガイドブック」を作成しました。 

本報告書は、令和６年度に専門コンサルタントとともに実施した「町会・

自治会伴走型支援プログラム」及び「マンションとの関係づくりガイドブッ

クの作成」の概要をとりまとめたものです。 
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Ⅰ 町会・自治会伴走型支援プログラム 
１．町会・自治会伴走型支援プログラムとは 

（１） 事業概要 

本事業は令和４年度に開始した、品川区の独自事業です。活動活性化に向

けた課題の解決を希望する町会・自治会に対して、専門コンサルタントが相

談に乗りながら、ともに課題解決や新たな価値の創造に向けた支援を行うも

のです。 

 

 

（２） 令和６年度の支援団体 

支援の対象となる町会・自治会は、令和６年４～６月に区が募集し、立候

補した町会・自治会を対象としました。令和６年度は、次の６町会への支援

を行いました。 

西五反田谷山会    品川尚和会    東中延一丁目町会 

五反田中部町会    大井鹿島町会   中延五丁目町会 

 

支援プログラムは、担当コンサルタント（株式会社ダイナックス都市環境

研究所）が令和６年７月から令和７年３月まで、月に１回程度のペースで出

向き、町会ごとに次のステップで実施しました。 

 

ステップ①  

個別相談の実施 

   ▼ 

ステップ②  

課題分析し、支援プログラムメニューを提示（複数） 

※イベント等実施の際は、品川区や東京都の補助金制度の情報を共有 

   ▼ 

ステップ③ 

支援メニューの確定→ゴールに向けた進め方の確認 

   ▼ 

伴走支援スタート！ 

※月１回程度の打合せを行い、ゴールに向けて伴走支援 

 

 

  



3 

２．実施概要 

（１） 西五反田谷山会 
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（２） 品川尚和会 
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（３） 東中延一丁目町会 
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（４） 五反田中部町会 
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（５） 大井鹿島町会 
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（６） 中延五丁目町会 
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Ⅱ マンションとの関係づくりガイドブックの作成 
１．アンケート調査の実施 

（１） 調査内容 

 マンションと良好な関係づくりを構築している区内町会の事例をガイドブ

ックに掲載することを目的に、アンケート調査項目を設定しました。 

 

（２） 調査方法 

区内の全町会・自治会を対象に、町会と、マンション等集合住宅単独で構

成している自治会に分け、設問内容を変えてアンケートを実施しました。 

各地域センターから町会・自治会に向けアンケートを送付し、地域センタ

ーでアンケート回収を行いました。 

 

（３） 結果概要 

調査期間 令和 6 年７月１８日（木）～９月６日（金） 

配布数 201 

回答数 町会 128 

自治会 18 

合計 １４６ 

回答率 72.6% 

 

 

（３）－１ 町会向けアンケート結果 

 

① マンションの加入状況について（複数回答） 

 
 

 

 

87%

56%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

マンション１棟単位で、町会に加入

マンション居住者のうち、

希望者のみ任意で町会へ加入

その他

回答数=124
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② マンションに対する町会加入の取り組みについて（複数回答） 

②-１ 新築マンションへのアプローチの方法 

 
 

 

 

②-２ 新築マンション居住者に対する加入案内の方法（複数回答） 

 

42%

25%

53%

6%

3%

28%

0% 20% 40% 60%

マンションと加入に関する覚書を

マンション建設時に締結している

マンションから町会・自治会へ

役員を選出してもらっている

マンション居住者に対して、

加入案内をしている

町会の組織内に、加入促進専属の

部・担当者を設けている

加入ではないが、防災に関する

事項などの協定を締結している

その他

回答数=118

31%

69%

41%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

各戸配布

管理組合・会社に配布

マンション内に掲示

その他

回答数=59
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②-３ 既存マンションへのアプローチの方法（複数回答） 

 
 

 

 

②-４ 既存マンション居住者に対する加入案内の方法（複数回答） 

 
  

30%

31%

24%

27%

5%

64%

5%

15%

0% 20% 40% 60% 80%

マンションから町会へ、

役員を選出してもらっている

オーナー、管理会社、不動産会社に、

賃貸者向けの加入案内をしてもらっている

マンションに対して、継続的に

町会加入の呼びかけをしている

オーナーや管理会社が転売等で変わる場合、

転売先に引継ぎをしてもらっている

マンション居住者と、

定期的に懇談が出来る場を設けている

マンション居住者に対して、

イベントの案内などを投函している

加入ではないが、マンションと

連携してイベントを実施している

その他

回答数=110

21%

49%

70%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

各戸配布

管理人に配布

マンション内に掲示

その他

回答数=47
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（３）－２ 自治会向けアンケート結果 

 

① 自治会内の加入状況について 

 
 

 

 

②-１ 自治会内での加入促進の取り組み（複数回答） 

 
 

  

61%

39%

0%

0% 20% 40% 60% 80%

マンション１棟単位で、自治会に加入

マンション居住者のうち、

希望者のみ任意で自治会へ加入

その他

回答数=18

71%

41%

53%

18%

18%

0% 20% 40% 60% 80%

入居時に、管理会社から

加入案内をしてもらっている

新規入居者に、直接加入案内をしている

各階から役員を選出している

加入していない居住者に対して、

継続的に加入の呼びかけをしている

その他

回答数=17
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②-２ 新規入居者への加入案内の方法（複数回答） 

 
 

 

 

③ 自治会の交流・連携について（複数回答） 

 
 

 

 

  

67%

17%

50%

50%

0% 20% 40% 60% 80%

訪問

加入案内を投函

懇談の機会を設ける

その他

回答数=6

67%

44%

28%

6%

0% 20% 40% 60% 80%

自治会内の住民同士の連携・交流がある

近隣自治会同士の連携・交流がある

近隣の町会・ＮＰＯ等の各種団体との連

携・交流がある

その他

回答数=18
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２．マンションとの関係づくりガイドブックの作成 

アンケート結果において、複数の項目に回答のあった町会を中心に、マン

ションとの関係づくりの具体的な取り組み内容に対してヒアリングを行いま

した。 

ヒアリング内容を参考に、「マンションとの関係づくりガイドブック」を

作成しました。 

 

３．説明会の実施 

作成した「マンションとの関係づくりガイドブック」の内容についての説

明会を開催しました。開催概要は次のとおりです。 
 
タイトル マンションとの関係づくりガイドブック説明会 

日時 令和７年３月 10 日（月） 午後２時 00 分～３時 15 分 

場所 品川区役所 第二庁舎６階 261・262 会議室 

参加者 

説明者：ダイナックス都市環境研究所 北坂容子 

町会・自治会参加者：約 60 名 

（事務局） 

品川区地域活動課：７人（内、品川区地域センター職員４人） 

株式会社ダイナックス都市環境研究所：２人 

内容 

町会がマンションと関係づくりを進める際の参考となる事例

をガイドブックとして冊子にまとめた、「マンションとの関係

づくりガイドブック」について説明 

時間 内容 

14：00 開会挨拶 
・区担当者からの挨拶、説明会の
趣旨を説明。 

14：05 
アンケート結果 
の共有 

・ガイドブック作成にあたり実施
した町会・自治会向けアンケー
トの結果を共有。 

14：15 
「町会向けマンションとの
関係づくりガイドブック」
の紹介 

・ガイドブックの内容説明。 

14：50 質疑  

15：15 閉会  
 

当日の様子 
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Ⅲ 総括 
（１） 伴走型支援プログラム 

令和６年度支援を実施した６団体において、以下のとおり課題と支援メニ

ューを整理した。 

類似する課題もいくつかあった一方で、町会が直面している課題は多岐に

渡っており、それぞれの町会に対して個別の支援メニューを提案・実施した。 

 

町会名 課題 支援メニュー 

西五反田谷山会 

・町会費の集金 

・居住者の顔の見える関係

づくり 

・町会費集金方法の検討 

・子ども向けクリスマスイ

ベントの実施 

品川尚和会 

・町会活動の情報発信 ・SNS 導入の検討 

・LINE 公式アカウントの勉

強会の実施 

・LINE 公式アカウントの試

験運用 

東中延一丁目町会 

・マンション居住者との交

流 

・担い手不足 

・情報発信の手法 

・マンションと連携した防

災訓練の実施 

・訓練の案内とアンケート

の実施 

五反田中部町会 

・近隣町会で連携した町会

活動の実施 

・近隣町会との合同 LINE

公式アカウントによる情

報発信 

大井鹿島町会 

・イベントの質の維持と役

員の負担軽減 

・町会活動が見えにくい 

・サポーター制度の仕組み

づくり 

・町会マップの作成 

中延五丁目町会 

・町会活動の情報発信 

・町会活動の電子化 

・使い方マニュアルの作成 

・講習会の実施 

・町会活動の電子化 
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（２） 伴走型支援プログラムを通じて見られた課題 

① 組織の人手不足 

今年度伴走支援を行った町会において、「組織の人手不足」が共通した課

題であった。人材不足には社会情勢の変化などが大きく影響しており、町

会・自治会活動の自助努力や支援のみで容易に解決するものではない。また

人手不足に紐づいて、手を動かす人材の不足や技術・知見を有する人材の不

足などの課題も生じている。 

 

② マンションとの関係づくり 

 今年度、「マンションとの関係づくりガイドブック」作成に向けて、町

会・自治会向けにアンケート調査を行った。その結果、マンションへの加入

案内やイベント等の周知を行っている町会・自治会は一定数あったものの、

それ以外の加入促進への具体的なアプローチの方法においては少ない結果で

あった。 

 町会・自治会に対して行ったガイドブックの説明会においても、マンショ

ンへの加入促進の働きかけやイベントの参加など、課題が多くあげられてい

た。 

 

③ デジタルの活用（情報発信・町会費の集金） 

町会・自治会活動を見える化することで、町会・自治会の活動や地域に興

味を持つ人が少しずつではあるが増えると思われる。そのためには、町会・

自治会の活動をより多くの人の目に留まるような工夫が必要となる。多くの

人に発信する手法として、SNS（LINE 公式アカウント、LINE オープンチャッ

ト、Instagram、Facebook、X（Twitter）等）の活用などが求められるが、

SNS の導入や運用のノウハウを有していない町会・自治会が多い。 

また、町会費等の集金について、現金での集金を負担に感じている町会が

あった。効率的な町会運営に向けて、銀行振込やキャッシュレス決済などの

導入を検討する必要がある。 

 

④ 地域の多様な団体との関係づくり 

NPO、企業、商店街、大学・学校関連など、他団体との連携・交流を実施

しようとしている町会・自治会は多いが、連携・交流の手法がわからなかっ

たり、とっかかりとなるネットワークを有していなかったりする。 
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（３） 今後の支援施策の方向性 

① 伴走型支援プログラム 

前述の課題を町会・自治会単独で解決するのは困難であり、また一朝一夕

で解決できるものではない。本事業のような第三者視点を有する専門家によ

る丁寧な寄り添いを行う伴走型支援によって、町会・自治会が抱える課題を

明確にすることが可能となり、限られたリソースで取り組むべき活動に解決

すべき課題（解決できる課題）の優先順位もつけることができる。 

また、これらの取り組みを好事例として横展開することで、町会・自治会

の活動のきっかけにつなげたい。 

 

② マンションとの関係づくり 

マンションとの関係づくりを課題と感じる町会は多く、本区の地域特性上、

今後もマンション建設そのものやマンション住民の増加が見込まれる。 

今年度作成した「マンションとの関係づくりガイドブック」では、加入促

進編及び交流人口編と題し、９つのアプローチの方法を事例とともにとりま

とめた。本ガイドブックを参考に、町会が抱えるマンションの加入促進や交

流増加等について、課題別に個別支援を展開するなど、引き続きマンション

との関係づくりに対する支援施策を検討する。 

 

③ デジタルの活用 

情報発信・収集の手法については、回覧版や掲示板等のアナログな手法と

併用して、ホームページやSNS、WEBフォーム等のオンラインツールを導入す

るなど、デジタルな手法を取り入れる必要がある。 

町会費の集金方法についても同様に、現金でのアナログな集金方法から、

キャッシュレス化等のデジタルな集金方法について検討している町会・自治

会がある。今後各ツールに関するマニュアルを作成し、配布するなど、更な

るデジタル化に向けた支援施策を検討する。 
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④ 地域の多様な団体との連携強化 

町会・自治会単独で多様化している社会課題に対応することは困難である

ため、前述のとおり町会・自治会やマンション住民を含めた他団体との連

携・交流を行い、ステークホルダーごとの専門性を活かしながら、地域の課

題解決に取り組むことが望ましい。 

これまでの町会・自治会という枠組みや概念を超えて、例えば町会・自治

会単独のリソースだけでなく、隣接する町会・自治会や NPO、企業、商店街、

大学・学校関連などさまざまな主体と連携しながら、「子ども」「防災」「防

犯」「福祉」など、関心度が高いと考えられる活動を、共に実施している町

会・自治会がある。 

他組織との連携・交流を行うための第一歩として、これまで区で実施した

交流会や好事例であがったようなノウハウを、それぞれの町会・自治会の実

情に合うような形で模倣したり、連携・交流について町会・自治会内で話し

合う機会を設けたりすることが望ましい。 

区としては町会・自治会が地域の多様な団体と連携して実施する事業を支

援し、地域団体同士で顔の見える関係を構築することにより、町会・自治会

活動の担い手の確保や活動の更なる活性化を目指す。 

 

 

 

前述の①から④の支援施策を進めることにより、町会・自治会への加入促

進を図り、多くの町会・自治会が抱える「組織の人手不足」に対応する。 

また、会員の枠組みを広げるために、準会員制度やサポーター制度など、

町会に加入せずとも活動に関わることのできる新たな関わり方も、町会・自

治会の間で広まりつつある。地域のいろいろな人が関われるような行事の実

施・周知を継続的に行い、町会・自治会に関わる機会を作り、町会・自治会

の存在を住民に認知してもらう必要がある。 

このように、ライフスタイルにあった運営方法についてどのような支援策

が講じられるか、専門家等と相談しながら検討を進め、町会・自治会の活動

を持続可能なものにすることが重要である。 
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資料編 

Ⅰ．伴走型支援プログラム 関係資料 
１．各種説明資料 

（１） LINE ツールの説明 

 

 

※上記は一部ページを抜粋したものです。 

 全体版をご入用の場合は、巻末に記載している区担当課宛にご相談くださ

い。 



20 

（２） LINE 公式アカウントの使用方法 

 

 

※上記は一部ページを抜粋したものです。 

 全体版をご入用の場合は、巻末に記載している区担当課宛にご相談くださ

い。 
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（３） Instagram の使用方法 

 

 
※上記は一部ページを抜粋したものです。 

 全体版をご入用の場合は、巻末に記載している区担当課宛にご相談くださ

い。 
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（４） 町会費の集金方法 

 

 
※上記は一部ページを抜粋したものです。 

 全体版をご入用の場合は、巻末に記載している区担当課宛にご相談くださ

い。  
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２．町会個別の資料 

（１） 五反田中部町会 LINE 公式アカウント周知チラシ 
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（２） 大井鹿島町会 もりあげ隊募集チラシ 
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（３） 大井鹿島町会 もりあげ隊参加申し込み案内 

 






